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65 第１章　基本目標 第１章　基本目標

１－１　基本目標 １－１　基本目標

変更なし

　住民の生活様式の変化に伴う生活排水の増加などから、河川の水質汚濁が問題となっており、本市においても社
会的にその対策の必要性が深く認識されるようになっています。
　このような状況から、生活排水処理の課題を改善し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るには、総合的か
つ長期的に生活排水対策を推進していく必要があります。
　そこで快適で豊かな水環境の創出を目指すことを基本目標とします。

１－２　生活排水処理施設の整備に関する基本方針 １－２　生活排水処理施設の整備に関する基本方針
　本市では、生活排水処理の方針として、人口密度の高い地域は、汚水を一ヵ所に集め「公共下水道」で処理しま
す。郊外の農村集落では、比較的小規模な集合処理である「農業集落排水処理施設」で処理します。人口密度が低
い地域など集合処理が不適当と判断される地域は「合併処理浄化槽」で処理します。現時点では、生活排水の処理
は基本的にこの３つの生活排水処理施設で処理する方針です。
　しかし、公共下水道の整備には多大な時間と費用を要することから、公共下水道の整備予定区域であっても、即
効性のある合併処理浄化槽による暫定的な設置を奨励します。同時に、発生負荷量そのものを削除するために、家
庭における生活排水対策に係る設備・資材の利用を働きかけます。

本市では、生活排水処理の方針として、人口密度の高い地域は、汚水を一か所に集め「公共下水道」で処理しま
す。郊外の農村集落では、比較的小規模な集合処理である「農業集落排水処理施設」を地域住民の合意のうえ整備
します。人口密度が低い地域など集合処理が不適当と判断される地域は「合併処理浄化槽」で処理します。現時点
では、生活排水の処理は基本的にこの３つの生活排水処理施設で処理する方針です。
　しかし、公共下水道の整備には多大な時間と費用を要することから、公共下水道の整備予定区域であっても、即
効性のある合併処理浄化槽による暫定的な設置を奨励します。同時に、発生負荷量そのものを削除するために、家
庭における生活排水対策に係る設備・資材の利用を働きかけます。

表 １‑１　生活排水処理施設の整備に関する基本方針 表 １‑１　生活排水処理施設の整備に関する基本方針

表　変更なし

１－３　目標年度 １－３　目標年度
　前計画は、平成23年度を初年度とし、目標年度を10年後の平成32年度としましたが、今回の見直しは、計画の一
部を改訂するものであるため、目標年度は変更せず、本計画は平成28年度を初年度として、目標年度を５年後の平
成32年度とします。
　なお、社会情勢の変化などに応じて、計画の見直しを行います。

　本計画は平成23年度を初年度として、５年後の平成27年度を中間年度、そして目標年度を10年後の平成32年度と
します。
　なお、社会情勢の変化などにより途中年度で見直す必要が生じた時には、計画の見直しを行います。

66 第２章　生活排水の排水状況 第２章　生活排水の排水状況
２－１　生活排水の処理フロー ２－１　生活排水の処理フロー

変更なし

　本市における生活排水の現状の処理フローを図２-１に示します。
生活排水の処理は、公共下水道、農業集落排水処理施設、合併処理浄化槽での処理を推進しています。
　し尿汲み取り便槽、単独処理浄化槽、合併処理浄化槽から発生するし尿や浄化槽汚泥は、豊川市処理場で処理し
ています。

図　２－１　生活排水の処理フロー

変更なし

第２部　生活排水処理基本計画新旧対照表
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67 ２－２　生活排水処理形態別人口の推移 ２－２　生活排水処理形態別人口の推移

　本市の過去10年間（平成17年度～平成26年度）の生活排水処理形態別人口は表２-１のとおりです。
　公共下水道などの施設整備や、合併処理浄化槽の普及により平成26年度の生活排水処理率は86.6％となっていま
す。

　本市の過去10年間（平成12年度～平成21年度）の生活排水処理形態別人口は表２-１に示すとおりです。
　公共下水道などの施設整備や、合併処理浄化槽の普及により平成21年度末の生活排水処理率は81.3％となってい
ます。

表 ２－１　生活排水処理形態別人口 表 ２－１　生活排水処理形態別人口

２－３　し尿・浄化槽汚泥の排出状況 ２－３　し尿・浄化槽汚泥の排出状況
　本市の過去10年間（平成17年度～平成26年度）のし尿及び浄化槽汚泥の排出量は表２-２のとおりです。 　本市の過去10年間（平成12年度～平成21年度）のし尿及び浄化槽汚泥の排出量を表２-２に示します。

表 ２ ２　し尿及び浄化槽汚泥排出量 表 ２ ２　し尿及び浄化槽汚泥排出量

68 ２－４　生活排水の処理主体 ２－４　生活排水の処理主体
　本市における平成26年度末の生活排水の処理主体は、表２-３のとおりです。 　本市における平成21年度末の生活排水の処理主体は、表２-３のとおりです。

表 ２－３　生活排水の処理主体 表 ２－３　生活排水の処理主体

表　変更なし

(単 位 ： 人 )

Ｈ 12 Ｈ 13 Ｈ 14 Ｈ 15 Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21

 計 画 処 理 区 域 内 人 口 17 6 , 6 9 8  1 7 7 , 4 1 8  1 7 8 , 4 9 3  1 7 9 , 7 6 2  1 8 0 , 9 9 7  1 8 1 , 4 4 4  1 8 2 , 0 1 4  1 8 2 , 9 2 6  1 8 3 , 3 5 4  1 8 2 , 6 8 3  

 水 洗 化 人 口 16 1 , 3 4 5  1 6 4 , 3 7 7  1 6 6 , 6 7 0  1 6 9 , 1 3 1  1 7 0 , 8 8 5  1 7 2 , 5 2 0  1 7 4 , 1 9 3  1 7 5 , 9 3 8  1 7 6 , 7 7 6  1 7 6 , 8 6 3  

 生 活 排 水 処 理 人 口 10 2 , 0 8 7  1 0 9 , 0 1 2  1 1 4 , 4 3 0  1 2 3 , 7 5 5  1 3 0 , 5 4 2  1 3 4 , 5 8 4  1 3 9 , 8 1 7  1 4 5 , 5 7 0  1 4 8 , 1 2 7  1 4 8 , 5 6 8  

 下 水 道 人 口 81 , 5 8 2  8 6 , 7 4 3  9 0 , 7 5 3  9 6 , 4 6 3  1 0 0 , 9 3 6  1 0 3 , 8 5 3  1 0 9 , 5 0 4  1 1 4 , 8 8 2  1 1 8 , 4 6 6  1 1 9 , 1 4 7  

 農 業 集 落 排 水 人 口 88 4  1 , 0 6 3  1 , 9 2 3  2 , 2 1 7  2 , 4 4 0  2 , 9 0 6  2 , 8 1 4  2 , 9 0 4  2 , 9 4 1  2 , 9 8 7  

 合 併 処 理 浄 化 槽 人 口 19 , 6 2 1  2 1 , 2 0 6  2 1 , 7 5 4  2 5 , 0 7 5  2 7 , 1 6 6  2 7 , 8 2 5  2 7 , 4 9 9  2 7 , 7 8 4  2 6 , 7 2 0  2 6 , 4 3 4  

 単 独 処 理 浄 化 槽 人 口 59 , 2 5 8  5 5 , 3 6 5  5 2 , 2 4 0  4 5 , 3 7 6  4 0 , 3 4 3  3 7 , 9 3 6  3 4 , 3 7 6  3 0 , 3 6 8  2 8 , 6 4 9  2 8 , 2 9 5  

 非 水 洗 化 人 口 15 , 3 5 3  1 3 , 0 4 1  1 1 , 8 2 3  1 0 , 6 3 1  1 0 , 1 1 2  8 , 9 2 4  7 , 8 2 1  6 , 9 8 8  6 , 5 7 8  5 , 8 2 0  

 く み と り 人 口 15 , 2 1 7  1 2 , 9 2 1  1 1 , 7 2 2  1 0 , 5 5 3  1 0 , 0 4 6  8 , 8 7 4  7 , 7 7 9  6 , 9 5 4  6 , 5 5 1  5 , 8 0 2  

 自 家 処 理 人 口 13 6  1 2 0  1 0 1  7 8  6 6  5 0  4 2  3 4  2 7  1 8  

 水 洗 化 率 (9 1 . 3 % )  ( 9 2 . 6 % )  ( 9 3 . 4 % )  ( 9 4 . 1 % )  ( 9 4 . 4 % )  ( 9 5 . 1 % )  ( 9 5 . 7 % )  ( 9 6 . 2 % )  ( 9 6 . 4 % )  ( 9 6 . 8 % )  

 生 活 排 水 処 理 率 (5 7 . 8 % )  ( 6 1 . 4 % )  ( 6 4 . 1 % )  ( 6 8 . 8 % )  ( 7 2 . 1 % )  ( 7 4 . 2 % )  ( 7 6 . 8 % )  ( 7 9 . 6 % )  ( 8 0 . 8 % )  ( 8 1 . 3 % )  

(単位：人)

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 計画処理区域内人口 185,004 185,583 186,487 186,915 186,244 185,856 185,661 185,078 185,257 185,086 

 水洗化人口 176,080 177,767 179,512 180,322 180,419 180,584 180,769 180,852 181,345 181,271 

 生活排水処理人口 136,201 141,479 147,162 149,984 150,343 151,516 152,777 155,130 157,126 160,270 

 下水道人口 104,045 109,638 114,666 118,741 119,256 120,442 121,807 124,724 126,733 129,620 

 農業集落排水人口 2,906 2,812 2,898 2,948 2,990 2,922 2,935 2,944 2,860 2,836 

 合併処理浄化槽人口 29,250 29,029 29,598 28,295 28,097 28,152 28,035 27,462 27,533 27,814 

 単独処理浄化槽人口 39,879 36,288 32,350 30,338 30,076 29,068 27,992 25,722 24,219 21,001 

 非水洗化人口 8,924 7,816 6,975 6,593 5,825 5,272 4,892 4,226 3,912 3,815 

 くみとり人口 8,874 7,774 6,941 6,566 5,807 5,258 4,892 4,226 3,912 3,815 

 自家処理人口 50 42 34 27 18 14 0 0 0 0 

 水洗化率 (95.2%) (95.8%) (96.3%) (96.5%) (96.9%) (97.2%) (97.4%) (97.7%) (97.9%) (97.9%) 

 生活排水処理率 (73.6%) (76.2%) (78.9%) (80.2%) (80.7%) (81.5%) (82.3%) (83.8%) (84.8%) (86.6%) 

(単 位 ： kl )

Ｈ 12 Ｈ 13 Ｈ 14 Ｈ 15 Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21

 し 　 　 尿 6, 9 4 1  6 , 1 9 6  5 , 5 2 2  5 , 2 5 4  4 , 5 9 3  4 , 0 8 9  3 , 6 5 5  3 , 1 5 7  2 , 9 7 1  2 , 4 7 2  

 単 独 処 理 浄 化 槽 汚 泥 21 , 7 1 3  2 1 , 4 3 4  2 0 , 2 6 5  1 9 , 9 0 2  1 8 , 6 0 4  1 7 , 4 6 7  1 6 , 9 4 2  1 5 , 9 3 0  1 4 , 4 2 1  1 3 , 4 1 5  

 合 併 処 理 浄 化 槽 汚 泥 7, 3 3 5  7 , 3 7 8  8 , 6 9 1  9 , 3 4 8  9 , 6 9 8  1 0 , 6 2 6  1 1 , 3 3 8  1 2 , 7 7 1  1 2 , 3 2 3  1 2 , 0 7 6  

計 3 5 , 9 8 9  3 5 , 0 0 8  3 4 , 4 7 8  3 4 , 5 0 4  3 2 , 8 9 5  3 2 , 1 8 2  3 1 , 9 3 5  3 1 , 8 5 8  2 9 , 7 1 5  2 7 , 9 6 3  

(単位：kl)

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 し　　尿 4,089 3,655 3,157 2,971 2,472 2,303 2,125 1,861 1,710 1,655 

 単独処理浄化槽汚泥 17,467 16,942 15,930 14,421 13,415 12,599 11,736 11,318 10,830 9,662 

 合併処理浄化槽汚泥 10,626 11,338 12,771 12,323 12,076 12,202 11,754 12,083 12,199 12,796 

計 32,182 31,935 31,858 29,715 27,963 27,104 25,615 25,262 24,739 24,113 
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69 第３章　生活排水処理基本計画 第３章　生活排水処理基本計画

３－１　生活排水処理の目標 ３－１　生活排水処理の目標
変更なし 　基本目標を達成するため、概ね全ての生活排水を施設で処理することを目標にし、表３-１に生活排水処理の目標

を示します。

表 ３ １　生活排水処理目標 表 ３ １　生活排水処理目標

＊生活排水処理率とは、計画区域内人口に対する生活雑排水処理人口(公共下水道、農業集落排水処理施設
　及び合併処理浄化槽の人口)の割合

＊生活排水処理率とは、計画区域内人口に対する生活雑排水処理人口(公共下水道、農業集落排水処理施設
　及び合併処理浄化槽の人口)の割合

３－２　生活排水処理施設の整備計画 ３－２　生活排水処理施設の整備計画
３－２－１　公共下水道の整備 ３－２－１　公共下水道の整備
（１）現状と課題 （１）現状と課題
　公共下水道は、都市に欠くことのできない施設として、国土交通省や県の補助金を受けて市町村が建設する下水
道で、主として人口の集中している区域の下水を排除・処理するために行うものです。
　本市では、豊川流域関連公共下水道として昭和47 年度に諏訪地区の整備から着手し、現在、第９次拡張計画に
沿って整備を進めています。平成26年度までの整備状況は、3,089ha となっています。汚水を処理する豊川浄化セ
ンターの概要は、表３-３のとおりです。
　下水道が整備された区域の世帯は、早期に接続する義務がありますが、未接続の世帯も多く、今後は速やかな接
続を働きかける必要があります。

　公共下水道は、都市に欠くことのできない施設として、国土交通省や県の補助金を受けて市町村が建設する下水
道で、主として人口の集中している区域の下水を排除・処理するために行うものです。
　本市では、豊川流域関連公共下水道として昭和47 年度に諏訪地区の整備から着手し、現在、第９次拡張計画に
沿って整備を進めています。平成21年度までの整備状況は、2,790.5ha となっています。汚水を処理する豊川浄化
センターの概要は、表３-３に示すとおりです。
　下水道が整備された区域の世帯は、早期に接続する義務がありますが、未接続の世帯も多く、今後は速やかな接
続を働きかける必要があります。

表 ３－２　豊川市内公共下水道整備状況 表 ３－２　豊川市内公共下水道整備状況

70 表 ３－３　流域下水道処理施設概要 表 ３－３　流域下水道処理施設概要

Ｈ 21 Ｈ 27 Ｈ 32

 生 活 排 水 処 理 率 81. 3 %  8 9 . 9 %  9 4 . 0 %  

Ｈ26 Ｈ32

 生活排水処理率 86.6% 92.7% 

Ｈ 12 Ｈ 13 Ｈ 14 Ｈ 15 Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21

①  整 備 面 積  ( h a ) 2 , 0 6 2  2 , 1 4 8  2 , 2 6 2  2 , 3 3 8  2 , 4 2 6  2 , 5 4 3  2 , 6 8 6  2 , 7 9 6  2 , 8 6 4  2 , 9 2 7  

②  処 理 面 積  ( h a ) 2 , 0 3 0  2 , 0 9 9  2 , 1 6 9  2 , 2 6 7  2 , 3 4 9  2 , 4 4 3  2 , 5 4 6  2 , 6 9 8  2 , 7 5 2  2 , 7 9 1  

③  整 備 人 口  (人 ) 9 8 , 6 3 2  1 0 2 , 5 4 1  1 0 5 , 8 8 8  1 1 0 , 7 2 1  1 1 4 , 8 8 1  1 1 8 , 9 3 7  1 2 4 , 2 0 5  1 3 0 , 3 8 3  1 3 1 , 7 3 6  1 3 1 , 8 0 3  

④  接 続 人 口  (人 ) 8 1 , 5 8 2  8 6 , 7 4 3  9 0 , 7 5 3  9 6 , 4 6 3  1 0 0 , 9 3 6  1 0 3 , 8 5 3  1 0 9 , 5 0 4  1 1 4 , 8 8 2  1 1 8 , 4 6 6  1 1 9 , 1 4 7  

 接 続 率 (④ /③ ％ ) ( 8 2 . 7 % )  ( 8 4 . 6 % )  ( 8 5 . 7 % )  ( 8 7 . 1 % )  ( 8 7 . 9 % )  ( 8 7 . 3 % )  ( 8 8 . 2 % )  ( 8 8 . 1 % )  ( 8 9 . 9 % )  ( 9 0 . 4 % )  

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

① 整備面積 (ha) 2,543 2,686 2,796 2,864 2,927 2,962 3,030 3,098 3,152 3,220 

② 処理面積 (ha) 2,443 2,546 2,698 2,752 2,791 2,827 2,897 2,965 3,018 3,089 

③ 整備人口 (人) 119,146 124,431 130,383 131,736 131,803 132,758 133,802 136,670 138,358 141,070 

④ 接続人口 (人) 104,046 109,714 114,882 118,466 119,147 120,218 121,558 124,603 126,531 129,520 

 接続率(④/③％) (87.3%) (88.2%) (88.1%) (89.9%) (90.4%) (90.6%) (90.8%) (91.2%) (91.5%) (91.8%) 

名 　 　 称  豊 川 浄 化 セ ン タ ー

計 画 区 域  豊 橋 市 、 豊 川 市 、 蒲 郡 市 、 新 城 市

共 用 開 始 年 月  昭 和 55年 1 2月

処 理 面 積  4 , 1 4 9  h a  (平 成 21年 ４ 月 現 在 )

処 理 区 域 内 人 口  1 8 5 , 6 0 1  人  (平 成 21年 ４ 月 現 在 )

日 平 均 汚 水 量  6 2 , 2 4 8  ｍ
3
/日  (平 成 21年 度 実 績 )

放 流 水 質  Ｂ Ｏ Ｄ  計 量 下 限 値 以 下 、 Ｓ Ｓ  1 . 8㎎ /ｌ (平 成 21年 度 平 均 )

放 流 先  渥 美 湾

出 典 ： 愛 知 県 建 設 部 資 料   

名　　称  豊川浄化センター

計画区域  豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市

共用開始年月  昭和55年12月

処理面積  4,537 ha (平成26年４月現在)

処理区域内人口  200,741 人 (平成26年４月現在)

日平均汚水量  63,114 ｍ3/日 (平成21年度実績)

放流水質  ＢＯＤ 1.4㎎/ｌ、ＳＳ 1.24㎎/ｌ(平成25年度平均)

放流先  渥美湾

出典：愛知県建設部資料  
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（２）今後の計画 （２）今後の計画

変更なし

　現在、豊川東部地区を始めとする第９次拡張計画（375ha）に基づき事業実施しています。また、区画整理地区内
においても進捗に合わせて整備をしています。
　さらに第９次拡張計画以降についても、水質保全、生活環境の改善という観点から積極的に整備推進を図ってい
きます。
　同時に、整備された区域の世帯に対しては速やかな接続を働きかけていきます。

表 ３－４　公共下水道処理人口見込み 表 ３－４　公共下水道処理人口見込み

（３）施策 （３）施策

変更なし

①　下水道区域内で下水道の整備が終了し、供用が可能な地域については、早急に下水道へ接続するよう
　に指導していきます。また、下水道接続などに関する融資制度の活用について周知を図ります。
②　現拡張計画の推進を図るとともに、次期拡張計画の検討を行います。

71 ３－２－２　農業集落排水処理施設の整備 ３－２－２　農業集落排水処理施設の整備
（１）現状と課題 （１）現状と課題

変更なし

　農業集落排水処理施設は、農業用用排水の水質保全、農業用用排水施設の機能維持または、農村生活環境の改善
を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与するため、農業集落におけるし尿及び生活雑排水の汚水を処理する施
設で、農業振興地域内の農業集落を対象に整備されるものです。
　本市では、正岡処理区を始め４処理区において供用しており、概要は、表３-５に示すとおりです。
　今後は、郊外の農村集落の集合処理方式として、処理水を地域の川へ還元できるなどのメリットを生かして、整
備要件に該当する地域においては、地域住民の合意のもとに農業集落排水処理施設の整備について検討していく必
要があります。

表 ３－５　農業集落排水施設の概要 表 ３－５　農業集落排水施設の概要

変更なし

（２）今後の計画 （２）今後の計画

変更なし
　今後、農業振興地域内で農業集落として形成されている地区において、農業集落排水処理施設による生活排水処
理を検討する必要があります

表 ３－６　農業集落排水処理施設の排水人口見込み 表 ３－６　農業集落排水処理施設の排水人口見込み

Ｈ 21 Ｈ 27 Ｈ 32

 整 備 面 積  (ha) 2 , 9 2 7  3 , 2 2 7  3 , 4 7 7  

 処 理 人 口  (人 ) 119 , 1 4 7  1 3 3 , 8 4 7  1 4 3 , 3 2 7  

Ｈ26 Ｈ32

 整備面積 (ha) 3,220 3,559 

 処理人口 (人) 129,620 141,970 

地区名 正岡処理区 千両処理区 一宮東部処理区 一宮西部処理区

処理区域
正岡町、行明町、
柑子町

千両町 江島町
足山田町、西原町、
大木町の一部

処理面積 25.9 ha 65.0 ha 23.0 ha 48.0 ha

供用開始年月日 平成７年６月１日 平成14年６月１日 平成12年６月１日 平成17年３月１日

処理方式 接触ばっ気方式
連続流入間欠
ばっ気方式

鉄溶液注入連続流
入間欠ばっ気方式

鉄溶液注入連続流
入間欠ばっ気方式

計画人口 720 人 1,380 人 750 人 1,080 人

日平均汚水量 194 ｍ3/日 373 ｍ3/日 203 ｍ3/日 292 ｍ3/日

計画放流水質

放流先  農業用排水路

出典：(豊川市農業集落排水事業の概要)

 流入水質：ＢＯＤ 200㎎/ｌ、ＳＳ 200㎎/ｌ
 放流水質：ＢＯＤ  20㎎/ｌ、ＳＳ  50㎎/ｌ

Ｈ 21 Ｈ 27 Ｈ 32

 処 理 区 数  (か 所 ) 4 4  4  

 排 水 人 口  (人 ) 2,9 8 7  3 , 0 5 0  3 , 1 1 3  

Ｈ26 Ｈ32

 処理区数 (か所) 4 4 

 排水人口 (人) 2,836 2,701 
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ページ 改正後（新計画） 改正前
（３）施策 （３）施策

変更なし

　集落を形成していても公共下水道の整備が困難な地域については、し尿及び生活雑排水を衛生的に処理するた
め、農業集落排水処理施設の整備を検討するなど、今後も公共用水域の水質保全を図るなど適正な維持管理を実施
します。

72 ３－２－３　合併処理浄化槽の普及・促進 ３－２－３　合併処理浄化槽の普及・促進
(１）現状と課題 (１）現状と課題

合併処理浄化槽は、今まで家庭に広く普及してきたし尿のみ処理する単独処理浄化槽とは異なり、し尿
と生活雑排水を併せて処理することができます。本市では、平成元年度より、生活排水対策事業の一環と
して、国・県の補助金を受け合併処理浄化槽設置整備事業を開始し、合併処理浄化槽の設置費用の一部を
補助してきました。平成13 年度からは、新設時の合併処理浄化槽の設置が義務付けられたことにより補
助制度の見直しを行い、補助の対象を合併処理浄化槽への転換設置のみとし、単独処理浄化槽やくみとり
から合併処理浄化槽への転換を促進してきました。しかしながら、設置に係る費用や下水道普及への期待
などから転換は必ずしも進んでいる状況とは言えず、合併処理浄化槽の有効性について周知を図る必要が
あります。
なお、本市の合併処理浄化槽整備事業の対象地区は次の区域を除く全地区としています。［下水道法

（昭和３３年法律第７９号）第４条第１項の事業計画に定められた予定処理区域、農業集落排水事業計画
区域、その他市長が指定する区域］

　合併処理浄化槽は、今まで家庭に広く普及してきたし尿のみ処理する単独処理浄化槽とは異なり、し尿と生活雑
排水を併せて処理することができます。設置については市民が単独処理浄化槽よりも高い費用を出して行うことか
ら、本市では、平成元年度より、生活排水対策事業の一環として、国・県の補助金を受け合併処理浄化槽設置整備
事業を開始し、単独処理浄化槽との設置費の差額を補助してきました。平成13 年度からは、新設時の合併処理浄化
槽の設置が義務付けられたことにより補助制度の見直しを行い、補助の対象を合併処理浄化槽への転換設置のみと
しました。
　なお、本市の合併処理浄化槽整備事業の対象地区は次の区域を除く全地区としています。［公共下水道事業認可
区域、農業集落排水事業計画区域、その他市長が指定する区域］

（２）今後の計画 （２）今後の計画

変更なし

合併処理浄化槽は、生活排水の適正処理を行うことができる有効な生活排水処理施設であり、処理水の還元により
河川水量維持へ寄与できること、生活排水処理を通じて環境保全を感じることができること、他の生活排水処理施
設に比べ安価であることなど、投資効率の高い住民密着型の社会資本と位置づけられます。
今後、国、県などの方向や支援の動向を踏まえ、国、県の交付金・補助金制度を積極的に活用し、下水道などの集
合処理施設整備認可区域外の地域において、合併処理浄化槽への転換の普及、促進を図っていきます。
同時に、浄化槽の能力維持のため、浄化槽の適切な維持管理の推進を図っていきます。

表 ３－７　合併処理浄化槽の処理人口見込み 表 ３－７　合併処理浄化槽の処理人口見込み

（３）施策

変更なし

①　下水道事業の計画区域外及び農業集落排水施設事業の計画区域外、あるいはこれらの処理施設が整備
　されるまでに相当の期間を要する区域や、集落を形成しておらず集合処理が困難な地域については、合
　併処理浄化槽の設置を促進していくものとします。
②　合併処理浄化槽を設置する際の補助制度について周知を図ります。
③　既に浄化槽を使用している世帯に対しては、浄化槽の定期的な保守点検、清掃及び法定検査の実施に
　ついて、周知徹底を図っていきます。

H21 H27 H32

処理人口（人） 26,434 28,133 24,555

Ｈ26 Ｈ32

 処理人口 (人) 27,814 24,081 
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73 ３－２－４　生活排水処理施設の総合整備計画とその効果 ３－２－４　生活排水処理施設の総合整備計画とその効果

　生活排水処理施設の整備計画の概要は表３-８のとおりです。
　また、現況（平成26年度）及び目標年度（平成32年度）における、処理形態別人口と生活排水処理率は、表３-９
のとおりです。

生活排水処理施設の整備計画の概要は表３-８に示すとおりです。
また、現況（平成21年度）、中間年度（平成27年度）及び目標年度（平成32年度）における、処理形態別人口と生
活排水処理率を、表３-９に示しました。

表 ３－８　生活排水処理施設整備計画の概要 表 ３－８　生活排水処理施設整備計画の概要

変更なし

表 ３－９　生活排水処理形態別人口と生活排水処理率 表 ３－９　生活排水処理形態別人口と生活排水処理率

計画処理区域
計画処理
人口(人)

整備予定年度

公共下水道
第８次拡張計画

御油西部、桜町蔵子、大崎、豊川、
樽井、正岡、駅東区画

9,760 平成15年度～

一宮地区整備計画 豊津、上長山、橋尾、大木 2,730 平成15年度～

第９次拡張計画

御油北部、上宿、白鳥・久保、小田
渕、白鳥、八幡・野口、市田、大崎
北部、豊川東部、大木区画、東上本
村、北岡、松原、鑓水・石道・荒屋、
上新切・野添

12,220 平成21～30年度

合併処理浄化槽 集合処理対象区域外 30,950 平成20～29年度

(単 位 ： 人 )

Ｈ 21 Ｈ 27 Ｈ 32

 計 画 処 理 区 域 内 人 口 18 2 , 6 8 3  1 8 3 , 4 7 5  1 8 1 , 9 7 6  

 水 洗 化 人 口 17 6 , 8 6 3  1 8 0 , 8 8 0  1 8 0 , 7 5 7  

 生 活 排 水 処 理 人 口 14 8 , 5 6 8  1 6 5 , 0 3 0  1 7 0 , 9 9 5  

 下 水 道 人 口 11 9 , 1 4 7  1 3 3 , 8 4 7  1 4 3 , 3 2 7  

 農 業 集 落 排 水 人 口 2, 9 8 7  3 , 0 5 0  3 , 1 1 3  

 合 併 処 理 浄 化 槽 人 口 26 , 4 3 4  2 8 , 1 3 3  2 4 , 5 5 5  

 単 独 処 理 浄 化 槽 人 口 28 , 2 9 5  1 5 , 8 5 0  9 , 7 6 2  

 非 水 洗 化 人 口 5, 8 2 0  2 , 5 9 5  1 , 2 1 9  

 く み と り 人 口 5, 8 0 2  2 , 5 9 3  1 , 2 1 9  

 自 家 処 理 人 口 18  2  0  

 水 洗 化 率 (9 6 . 8 % )  ( 9 8 . 6 % )  ( 9 9 . 3 % )  

 生 活 排 水 処 理 率 (8 1 . 3 % )  ( 8 9 . 9 % )  ( 9 4 . 0 % )  

(単位：人)

Ｈ26 Ｈ32

 計画処理区域内人口 185,086 182,133 

 水洗化人口 181,271 179,963 

 生活排水処理人口 160,270 168,752 

 下水道人口 129,620 141,970 

 農業集落排水人口 2,836 2,701 

 合併処理浄化槽人口 27,814 24,081 

 単独処理浄化槽人口 21,001 11,211 

 非水洗化人口 3,815 2,170 

 くみとり人口 3,815 2,170 

 自家処理人口 0 0 

 水洗化率 (97.9%) (98.8%) 

 生活排水処理率 (86.6%) (92.7%) 
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74 ３－３　し尿・浄化槽汚泥の処理計画 ３－３　し尿・浄化槽汚泥の処理計画

３－３－１　収集運搬計画 ３－３－１　収集運搬計画
変更なし 　し尿及び浄化槽汚泥の収集運搬は、現行どおり許可業者により行います。

３－３－２　し尿及び浄化槽汚泥の処理計画 ３－３－２　し尿及び浄化槽汚泥の処理計画
　現況（平成26年度）及び目標年度（平成32年度）における、し尿、浄化槽汚泥の排出量は、表３-１０のとおりで
す。
　既存のし尿処理施設概要は表３-１１のとおりであり、十分な処理能力を備えていることから、し尿及び浄化槽汚
泥の中間処理並びに最終処分については、今後も豊川市の既存施設において実施するものとします。

現況（平成21年度）、中間年度（平成27年度）及び目標年度（平成32年度）における、し尿、浄化槽汚泥の排出
量を、表３-１０に示しました。

既存のし尿処理施設概要は表３-１１に示すとおりであり、十分な処理能力を備えていることから、し尿及び浄化
槽汚泥の中間処理並びに最終処分については、今後も豊川市の既存施設において実施するものとします。

表 ３－１０　し尿、浄化槽汚泥の排出量 表 ３－１０　し尿、浄化槽汚泥の排出量

表 ３－１１　し尿処理施設の概要 表 ３－１１　し尿処理施設の概要

変更なし

３－４　その他 ３－４　その他

生活排水対策の必要性、浄化槽管理の重要性について住民に周知するため、定期的な広報・啓発活動を実施しま
す。

特に、生活雑排水については、台所での対策を始め家庭でできる対策について、生活排水学習会開催時に水きり
ネットなど生活排水対策資材の配布の取組を実施し、市民への意識啓発を図ります。
また、浄化槽の定期的な保守点検や清掃、法定検査についても、広報・ホームページなどによって周知を図り、

住民の意識の高揚と公共用水域の保全に努めます。

　生活排水対策の必要性、浄化槽管理の重要性について住民に周知するため、定期的な広報・啓発活動を実施しま
す。
　特に、生活雑排水については、台所での対策など家庭でできる対策について、生活排水学習会開催時に水きり
ネットなど生活排水対策資材の配布の取り組みを実施していきます。
　浄化槽の定期的な保守点検、清掃及び法定検査については、広報・ホームページなどによって周知を図り、住民
の意識の高揚と公共用水域の保全に努めます。

(単 位 ： kl )

Ｈ 21 Ｈ 27 Ｈ 32

 し 　 　 尿 2, 4 7 2  1 , 1 3 2  5 4 8  

 単 独 処 理 浄 化 槽 汚 泥 13 , 4 1 5  7 , 9 2 1  4 , 8 9 1  

 合 併 処 理 浄 化 槽 汚 泥 12 , 0 7 6  1 2 , 8 4 8  1 1 , 4 2 5  

計 2 7 , 9 6 3  2 1 , 9 0 1  1 6 , 8 6 4  

(単位：kl)

Ｈ26 Ｈ32

 し　　尿 1,655 949 

 単独処理浄化槽汚泥 9,662 5,037 

 合併処理浄化槽汚泥 12,796 10,804 

計 24,113 16,790 

名 　 　 称  豊 川 市 処 理 場

計 画 区 域  豊 川 市

共 用 開 始 年 月  平 成 12年 ３ 月

処 理 能 力  1 1 0 k l /日 (し 尿 ： 20 k l /日 、 浄 化 槽 汚 泥 ： 90 k l /日 )

計 画 放 流 水 質  Ｂ Ｏ Ｄ 10㎎ /ｌ 以 下 、 Ｓ Ｓ 10㎎ /ｌ 以 下
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